


認知症の原因になる病気
認知症の現れ方は、原因になっている病気（認知症疾患）
によって異なります。認知症の原因になる病気として、もっ
とも多いのがアルツハイマー病で、アルツハイマー病が原
因になっている認知症をアルツハイマー型認知症と言い
ます。

認知症の原因になる病気があって認知機能障害が生じ、
認知機能障害が原因になって生活上の困りごとが生じて、
人の助けが必要になった状態を「認知症」と言います。

また、認知機能障害があっても、生活上の困りごとが生じ
ていない状態を「軽度認知障害：MCI」と言います。

認知症は脳の病気 抗アミロイドβ抗体（レカネマブ・
ドナネマブ）ってどんな薬？

アルツハイマー型認知症でみられる認知機能障害
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・ 治療を始めることができ、進行をゆるやかにすることが
 できる場合がある
・ 生活の困りごとへの対処法を一緒に考える人に出会える
・ これから先のことに備えられる
・ 理解して支えてくれる人を増やせる

認知症にはやく気づくことには、
さまざまなメリットがあります

抗アミロイドβ抗体による治療の対象になるのは、「アル
ツハイマー病による軽度認知障害」と「軽度アルツハイ
マー型認知症」と診断された方で、検査等によって、ガイ
ドラインに定められた基準を満たすことが確認された方
です。

抗アミロイドβ抗体による
治療の対象になる方

抗アミロイドβ抗体による治療の対象になるかどうかを
判定するために、以下の検査が必要です。
①心理検査、②認知症の重症度の判断、③脳MRI検査、
④バイオマーカー検査（アミロイドPET検査、または脳脊
髄液検査）

検査

アルツハイマー病で見られる脳の変化

アルツハイマー病の脳を顕微
鏡で見てみると、「老人斑」が見
えます。これが、アルツハイマー
病の脳の最大の特徴です。
「老人斑」は、アミロイドβ（ベー
タ）と呼ばれるたんぱく質が固
まってできたものです。

［ 脳の比較 ］
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従来の認知症治療薬は、神経細胞の間の伝達を調整す
ることによって、今ある症状を和らげる薬でした。
これに対して抗アミロイドβ抗体は、アルツハイマー病の
原因になっている物質（アミロイドβ）を取り除き、認知機
能障害の進行を抑制することが期待されます。

抗アミロイドβ抗体の作用
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脳の神経細胞

抗アミロイドβ抗体

アミロイドβは正常な脳でもつくられていて、つくられるス
ピードと分解されるスピードのバランスが保たれています。

ところがこのバランスが崩れると、アミロイドβの量が過剰
になり、神経細胞の外で徐々に大きなかたまりになってい
きます。

アミロイドβのかたまりは神経細胞の働
きを鈍らせます。やがて神経細胞が死
に、神経細胞の数が減ってくると、認知
機能障害が現れます。


